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 「１  平均正答率の推移」から「６ 上位県（秋田県）との比較」までの分析において、学習習慣・

生活習慣及び授業改善にかかわる北海道の課題がより一層明確になりました。これらの課題を解決す

るためには、学校、家庭、地域、行政が、それぞれの役割を確実に果たし、一体となって学力向上の

取組を進めることが大切です。 

 

授業改善にかかわる北海道の課題 課題解決の方策 
具体方策等 

掲載箇所 

■ 各教科の課題（小・中学校共通） 

・漢字や四則計算、記述式の解答など、過去

の調査で見られた課題について、依然とし

て課題が見られる。 

■ 授業の冒頭と終末の活動（小・中学校共通） 

・授業の冒頭で学習の目標を示す活動を計画

的に「よく行った」学校が、全国に比べて

少ない。 

・授業の最後に学習を振り返る活動を計画的

に「よく行った」学校が、全国に比べると

多いが、秋田県と比べると少ない。 

・授業で扱うノートに学習の目標（めあて、

ねらい）とまとめを書く指導を「よく行っ

た」学校が、全国に比べると多いが、秋田

県と比べると少ない。 

■ 教員と児童生徒の意識（小・中学校共通） 

・授業の冒頭で目標を示したり、振り返った

りする活動について、学校質問紙調査と児

童生徒質問紙調査の差が大きい。 

◯全国学力・学習状況調査を活用し

た検証改善サイクルを一層確か

なものとする。 

NO.1-1 

(26頁) 

◯授業の冒頭で示す目標（めあて、

ねらい）を工夫する。 
NO.1-2 

(27頁) 

◯授業の最後に、児童生徒自身が振

り返る活動を必ず位置付ける。 
NO.1-3 

(28頁) 

◯全国学力・学習状況調査を活用し

た授業改善を促進する。 
NO.1-4～5 

(29～30頁) 

◯市町村教育委員会では、教員研修

や調査結果の分析等を組織的に

行う体制を確立する。 

NO.2-1～3 

(32～34頁) 

 

学習習慣・生活習慣にかかわる 

北海道の課題 
課題解決の方策 

具体方策等 

掲載箇所 

■ 家庭学習の時間（小・中学校共通） 

・「普段１日当たり１時間以上勉強する」児

童生徒が、全国に比べて少ない。 

■ 家庭学習の内容（小・中学校共通） 

・「宿題をしている」児童生徒は、全国や秋田

県と大きな差はないが、「自分で計画を立

てて勉強する」、「予習や復習をしている」

児童生徒は、秋田県と比べると大きな差が

あり、宿題以外の学習に取り組んでいない

状況が見られる。 

■ 宿題 

・国語、算数の宿題を「よく与えている」小

学校は、全国や秋田県と大きな差はない

が、理科の宿題を「よく与えている」小学

校は、秋田県と比べると大きな差がある。 

■ 家庭学習の指導（小・中学校共通） 

・家庭での学習方法を具体例を示しながら

「よく教えた」学校が、秋田県に比べて少

ない。 

◯学校、家庭、地域、行政が、本道

の児童生徒の学習習慣・生活習慣

に関する課題を共有する。 

NO.3-1～2 

(35～38頁) 

◯学校では、宿題を出す内容や分量

をより一層工夫するとともに、家

庭学習の意欲を高める指導や、具

体例を示しながら学習方法を身

に付けさせる指導を工夫する。 

NO.1-6 

（31頁） 

◯家庭では子どもの発達の段階に

応じたかかわり方をして、家庭学

習の習慣化を図る。 

NO.4-1 

(39～40頁) 

◯市町村教育委員会では、地域の教

育力を活用し、学習サポートの機

会を設定するなど、学校や家庭を

支援する。 

NO.2-1～3 

(32～34頁) 

 

 ７ 北海道の課題と課題解決の方策 
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【検証と改善が成果として現れてきています】

平成27年度の中学校第３学年の調査結果と平成24年
度小学校第６学年の調査結果を比べると大きく改善し
ており、同じ子どもたちの力が伸びてきていることが
明らかになりました。

また、小学校、中学校共に、平成23年度以降、多く
の学校が長期休業中の補充学習に取り組んでいます。

各学校が全国学力･学習状況調査の結果を検証し、
小学校では６年間で小学校段階の学力を身に付けさせ
る取組の改善を進め、中学校では、小学校での子ども
たちの学びを踏まえ、さらに学力向上の取組を進めて
きたことにより、子どもたちが力を発揮してきている
と考えられます。
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① 全国学力・学習状況調査を活用した検証改善サイクルを一層確かなものとする！

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月

全国学力・学習状況調査やチャレンジテストを活用し、年間の中で繰り返し学習内容の定着状況を検証し、指導の改善に生かしましょう。

チャレンジ テスト
による検証

全国学力・学習状況
調査による検証

北海道教育委員会

長期休業中に
補習学習を行った学校
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授業の最後に学習したことを
振り返る活動を行った

授業の冒頭で目標（めあて・
ねらい）を示す活動を行った

○ 学習課題（目標）の明確
な提示

○ 見通しをもたせる工夫
○ ノートに目標を書かせる
指導

○ 定着を図る振り返り（まと
め）の実施

○ 学習課題（目標）に正対し
た振り返り

○ ノートにまとめ等を書かせ
る指導

授業の冒頭で目標を示す 授業の最後に振り返り

１学期末
問題

１学期ｻﾎﾟｰﾄ
問題

２学期末
問題

学年末
問題

自己採点
結果の返却・
分析

過去の問題で
検証

２学期ｻﾎﾟｰﾄ
問題

学年末ｻﾎﾟｰﾄ
問題

過去の問題で
検証

〔 結果が返却された後の検証改善例 〕
全国や全道の結果から、学校と児童生徒の意識に差があることが明らかになった

ことから、全教員と全学年の児童を対象に同様のアンケートを実施し、自校の取組
を検証するとともに、全ての授業で次のことを徹底することにしました。

全国学力・学習状況調
査の全国平均との差



【国語科の授業でみられる課題】
① ねらいや身に付ける力などが曖昧な学習活動が展開されている。
② 本時の最後に何ができるとよいのか、子どもが見通しをもたないまま学習している。

単元や一単位時間の冒頭で、子どもに見通しをもたせ、主体的な学習活動を
展開できるよう、目標を達成するための「学習課題」を工夫しましょう。

【学習課題を明確にするために】

目標達成に向けた
学習課題の工夫

○ 指導事項や身に付ける
力を踏まえた学習課題

○ 言語意識(相手・目
的・場面・方法・評価)
を高める学習課題

・単元全体の流れを子ども
がイメージできるように
する。

・考え方や活動の手順、方
法、形態、時間やゴール
などの見通しをもたせる
ようにする。

（例）ブックトークのモデ
ルを示し、好きな場面
の選び方、紹介の仕方
を学ぶ場を設ける。

授
業
改
善
の
ポ
イ
ン
ト

（例）小学校第３学年における文学的な文章の指導

【ありがちな課題】 ▲登場人物の気持ちを考えよう。

【単元の課題例】
「お薦めの本発表会」で、２年生に好きな登場人物

を紹介しよう。
【一単位時間の課題例（一部）】
□ 「モチモチの木」を読み、好きな豆太の行動や会
話を選び、その理由をまとめよう。

□ 自分が選んだ豆太の行動や会話が好きな理由を
はっきりさせて、友達に紹介しよう。

□ ２年生が面白そうと感じるように、伝え方を工夫し
て、好きな本の登場人物のことを紹介しよう。

見通しをもたせる工夫

課題の改善

② 授業改善～授業の冒頭で目標（ねらい・めあて）を示す〔国語〕
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【算数・数学科の授業でみられる課題】
① 子どもの活動や教師の説明に時間がかかり、定着を図る練習問題が行われない。
② 理解の早い一部の子どもを中心に授業が進められ、理解や定着が不十分なままの子どもがいる。

授業の終わりのまとめや振り返りの場面で練習問題に取り組ませ、
すべての子どもに学習内容を確実に身に付ける授業を展開しましょう。

◯ 評価の観点
に即した練習問
題を位置付け
る。

◯ 練習問題に
取り組む時間を
確保する。

・練習問題に取り組ませる際
に、「複数の考え方で問題
を解く」、「問題を解いた
あとに、解き方や考え方を
説明し合う」などの場面を
設定する。

・練習問題から学習内容の定
着状況や一人一人の子ども
のつまずきを把握し、指導
に生かす。

・授業と連動させた宿題を提
示したり、家庭学習の取り
組み方を指導したりする。

評価の観点によって位置付ける練習問題を変
える。

｢数学的な(見方や)考え方｣
・考え方を説明する問題など
｢数量や図形についての技能（数学的な技能)｣
・計算する問題や作図する問題など
｢数量や図形(など)についての知識・理解」
・意味を書く問題、正しいものを選ぶ問題
など

必ず練習問題に取り組ませる時間を確保できるよ
う、 「導入」、「展開」、「終末」の時間配分を考える。

授
業
改
善
の
ポ
イ
ン
ト

練習問題の設定 定着を一層確かにする工夫

③ 授業改善～授業の最後に振り返る活動を必ず位置付ける〔算数・数学〕

-
2
8

-



-
29

-

Ⅰ 言語活動の工夫・改善に生かす

・ 学力調査の問題は、学習指導要領で求め

られている言語活動を、実際の授業場面

の中で具現化して作成されています。例

えば、①の例のように、小学校国語Ｂの

問題を参考にして、言語活動を改善する

ことが必要です。

Ⅱ 発問や指示の工夫・改善に生かす

・ 学力調査の問題は、実際の授業の中での

発問等をイメージして作成されています。例

えば、②の例のように、中学校国語Ａの

問題の選択肢を参考にして、発問や指示

を改善することが必要です。

Ⅲ 評価問題として活用する

・ 学力調査の問題は、評価の観点を明確に

して作成されています。同じ学習内容を

扱う一単位時間や単元の評価問題として

活用し、子どもの学習内容の定着状況を

把握し、指導の改善につなげることが必

要です。

調査問題は、学習指導要領に示されている内容を「問題」として具体化したもの

授業の中で、目標の実現のために展開される言語活動を想定して作成されている

④-１ 全国学力・学習状況調査（国語）を活用した授業改善を促進する！

全国学力・学習状況調査

① 平成27年度調査問題＜小学校国語Ｂ＞ ② 平成27年度調査問題＜中学校国語Ａ＞

【
び
ょ
う
ぶ
の
と
ら
の
お
話
】

一
休
さ
ん
と
、
と
の
さ
ま
の
お
話
で
す
。

と
の
さ
ま
は
、
と
ん
ち
で
有
名
な
一
休
さ
ん
を
少

し
困
ら
せ
て
み
よ
う
と
思
い
、
一
休
さ
ん
を
お
や
し

き
に
呼
び
ま
し
た
。
そ
し
て
、

「
こ
れ
こ
れ
一
休
。
た
の
み
た
い
こ
と
が
あ
る
が
、

聞
い
て
は
く
れ
ぬ
か
。
」

「
は
い
、
な
ん
で
し
ょ
う
。
」

と
の
さ
ま
は
、
お
そ
ろ
し
い
と
ら
の
絵
が
か
い
て
あ

る
び
ょ
う
ぶ
を
指
さ
し
て
、

「
実
は
、
こ
の
と
ら
じ
ゃ
。
毎
晩
飛
び
出
し
て
は
、

や
し
き
の
中
を
暴
れ
回
る
の
だ
。
一
休
、
こ
の
と

ら
を
暴
れ
ぬ
よ
う
に
、
し
ば
り
あ
げ
て
は
く
れ
ぬ

か
。
」

と
言
い
ま
し
た
。

（
以
下
、
省
略
）

３

六
年
生
の
山
田
さ
ん
の
学
級
で
は
、
「
一
休
さ
ん
の
と
ん
ち
話
」
と
い
う

本
を
読
ん
で
、
紙
し
ば
い
を
作
り
、
一
年
生
に
読
み
聞
か
せ
を
す
る
こ
と
に

し
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
山
田
さ
ん
の
グ
ル
ー
プ
で
は
、
そ
の
本
の
中
か
ら
次

の
【
び
ょ
う
ぶ
の
と
ら
の
お
話
】
を
選
び
、
場
面
の
様
子
を
【
四
枚
の
絵
】

に
分
け
て
か
き
ま
し
た
。
あ
と
の
問
い
に
答
え
ま
し
ょ
う
。

国語の指導では、この問題のよ
うに、目的意識（紙芝居）、相手
意識（１年生）、場面意識（読み
聞かせ）、方法意識（どのように
伝えるか）、評価意識（効果的に
伝わっているか）の５つの言語意
識を明確にした言語活動を展開す
ることが大切です。

調査問題の活用

授業改善の
メッセージ

３

石
川
さ
ん
は
、
調
べ
た
言
葉
に
つ
い
て
ス
ピ
ー
チ
を
し
ま
す
。
次
は
、
リ

ハ
ー
サ
ル
の
様
子
の
一
部
で
す
。
こ
れ
を
読
ん
で
、
あ
と
の
問
い
に
答
え
な

さ
い
。
（

の
中
は
、
頭
の
中
で
考
え
て
い
る
こ
と
を
表
し
ま
す
。
）

１

説
明
が
必
要
な
い
と
感
じ
た
こ
と
を
一
部
省
略
し
た
。

２

聞
き
手
の
理
解
が
得
ら
れ
る
ま
で
同
じ
こ
と
を
何
度
も
繰
り
返
し
た
。

３

聞
き
手
の
理
解
を
確
認
す
る
た
め
に
問
い
か
け
た
。

４

説
明
が
必
要
だ
と
感
じ
た
言
葉
に
つ
い
て
補
足
を
し
た
。

一

石
川
さ
ん
は
、
場
面
①
で
聞
き
手
の
反
応
を
見
て
、
場
面
②
の
よ
う
な

対
応
を
し
ま
し
た
。
石
川
さ
ん
が
と
っ
た
対
応
と
し
て
最
も
適
切
な
も
の

を
、
次
の
１
か
ら
４
の
中
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。

私
は
、
「
さ
じ
加
減
」
と
い
う
言
葉

を
調
べ
ま
し
た
。
さ
じ
加
減
は
、
も
と

も
と
薬
の
分
量
を
調
節
す
る
こ
と
を
表

す
言
葉
で
す
が
、
次
の
よ
う
な
使
い
方

を
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

あ
っ
、
「
さ
じ
」
と
は
、
ス
プ
ー

ン
の
こ
と
で
す
。
料
理
番
組
で
、
大

さ
じ
、
小
さ
じ
と
い
う
言
葉
を
聞
い

た
こ
と
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

「
さ
じ
」
っ
て

何
の
こ
と
か
な
。

「
さ
じ
」
っ
て

何
の
こ
と
か
な
。

あ
れ
、
「
さ
じ
」

の
意
味
が
分
か
ら
な

い
よ
う
だ
な
。

「
さ
じ
」
っ
て

ス
プ
ー
ン
の
こ
と

だ
っ
た
の
か
。

「
さ
じ
」
っ
て

ス
プ
ー
ン
の
こ
と

だ
っ
た
の
か
。

例えば、スピーチの指導では、「相手に分かりやすく伝え
よう。」など、抽象的な発問や指示が多く見られます。しか
し、生徒にとっては、どうすれば分かりやすくなるのか不明
です。相手の反応を踏まえて話すことができるようにするこ
とを目標とした授業では、この問題の選択肢を参考にして、
「省略する」「繰り返す」「確認する」「補足する」など分
かりやすく伝えるための具体的な方法を子どもが意識できる
よう、発問や指示を工夫することが大切です。

授業改善の
メッセージ



Ⅰ 指導計画の工夫・改善に生かす

・ 学力調査の問題は、学習指導要領の内容
を具体的な問題として示しています。例
えば、①の例のように、小学校算数Ａの
問題を参考にして、単元の指導計画にお
いて、評価の４観点をバランスよく位置
付けるなど、指導計画の工夫・改善に生
かすことが必要です。

Ⅱ 言語活動の工夫・改善に生かす

・ 学力調査の問題は、実際の授業の中での
言語活動をイメージして作成されていま
す。例えば、②の例のように、中学校数
学Ｂの問題を参考にして、目的を明確に
した話し合いの場面を設定し、説明し合
うなど、言語活動を工夫・改善すること
が必要です。

Ⅲ 評価問題として活用する

・ 学力調査の問題は、評価の観点を明確に
して作成されています。同じ学習内容を
扱う一単位時間や単元の評価問題として
活用し、子どもの学習内容の定着状況を
把握し、指導の改善につなげることが必
要です。

調査問題は、学習指導要領に示されている内容を「問題」として具体化したもの

授業の中で、目標の実現のために展開される算数的活動や数学的活動を想定して
作成されている

④-２ 全国学力・学習状況調査（算数・数学）を活用した授業改善を促進する！

全国学力・学習状況調査

① 平成27年度調査問題＜小学校算数Ａ＞

５(2) 二人は、落とし物調査の結果について話し合っています。

拓也さん
「落とし物の合計の平均値が20.3個から19.3個に減ったから、

１回目より２回目の方が落とし物の状況はよくなったね。」
優香さん

「でも、平均値だけで判断していいのかな。グラフ全体を見る
と、よくなったとは言い切れないよ。」

② 平成27年度調査問題＜中学校数学Ｂ＞

「数と計算」領域では、計算練習を
繰り返す指導を行うだけではなく、学
習内容を確実に身に付けさせるために、
「計算の結果を見積もること」、「計
算の仕方を考えること」、「結果を振
り返って確かめること」を関連付けて
指導することが大切です。

調査問題の活用

授業改善の
メッセージ

算数・数学では、
①見出した事柄や事実を説明する（事柄・事実の説明）
②事柄を調べる方法や手順を説明する（方法・手順の説明）
③事柄が成り立つ理由を説明する（理由の説明）
など、目的を明確にした言語活動を展開することが大切
です。その際、例えば、この問題のように、事柄が成り
立たない理由を説明させる発問も効果的です。

授業改善の
メッセージ

１ 次の問題に答えましょう。

(1) 8.9－0.78のおよその答えとしてふさわしいものを、
下 の１から４までの中から１つ選んで、その番号を書
きましょう。

１ 0.1 ２ １ ３ 0.8 ４ ８

(2) 5.21＋0.7を、0.01をもとにした式に表します。
5.21と0.7は、それぞれ0.01を何個集めた数になりま

すか。
下の ア 、イ に入る数を書きましょう。

(3) 6.3＋0.22の答えを6.52と求めました。
この答えが正しいかどうかを、次のように確かめます。
下の ウ 、エ 、オ に入る数を書きましょう。

２ 次の計算をしましょう。

(2) 6.79－0.8

5.21 ＋ 0.7
↓ ↓
ア イ

ウ － エ を計算して， オ に
なるかどうかを確かめます。

グラフを見ると、優香さんのように「１回目より２回目の方が落
とし物の状況がよくなったとは言い切れない」と主張することもで
きます。そのように主張できる理由を、優香さんが作ったグラフの
１日目と２回目の調査結果を比較して説明しなさい。

計算の誤りを防ぐために見積りをする。
（評価の観点は「知識・理解」）

小数の計算を0.01のいくつ分で捉え、
整数の計算と同じように見る。
（評価の観点は「技能」）

計算の結果を
確かめる。
（評価の観点は
「知識・理解」）

小数の減法の計算をする。
（評価の観点は「技能」）

-
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子どもの意欲を高め、
家庭学習の習慣を定着させている取組例

宿題に加え、生徒自身が課題に応じて家庭学

習の内容を設定し、一日ノート１ページ程度の

分量を学習して提出するようにしています。

生徒が家庭で取り組んできたノートを、月・

木は学級担任、火は部活動顧問、水は教頭、金

は校長と点検者を分担して、生徒を励ますコメ

ントを記入し、教職員全体で生徒の意欲を高め

ています。未提出だったり取組が不十分だった

りする生徒に対しては、当該の学年団が30分程

度の放課後学習を実施しています。

家で、自分で計画を立てて勉
強している子どもの割合が、全
国平均より高い。

【小学生】 【中学生】

⑤ 家で、自分で計画を立てて勉強する子どもを育てる！

北海道 全国

30.1 27.4 

北海道 全国

17.6 16.5 

普段、１日当たり１時間以上
勉強する子どもの割合が、全国
平均より低い。

【小学生】 【中学生】

北海道 全国

54.6 62.7 

北海道 全国

63.0 69.0 

北海道の子どもは、計画を立てて勉強しているものの、他県の子ども
と比べ、学習時間が短い！

6.0％低い8.1％低い2.7％高い 1.1％高い

普段、３時間以上テレビなど
を見ている子どもの割合が、全
国平均より高い。

【小学生】 【中学生】

普段、３時間以上ゲームなど
をしている子どもの割合が、全
国平均より高い。

【小学生】 【中学生】

北海道の子どもは、テレビを見たりゲームをしたりする時間が長い！

4.0％高い5.6％高い3.5％高い 1.8％高い

北海道 全国

39.6 36.1 

北海道 全国

32.3 
30.5 

北海道 全国

22.6 
17.0 

北海道 全国

24.5 
20.5 

マイノートの取組

生徒自身が課題に応じて自分で

家庭学習用のチャレンジテストや

学習プリントを選択し、持ち帰る

ことができるようにしています。

家庭学習プリントの活用

効果的に家庭学習を進められるよ

う、工夫された家庭学習ノートにコ

メントを記入して、廊下に展示して

います。

友達のノートを参考に、家庭学習

を工夫する児童が増えています。

家庭学習ノートの展示

家庭学習の内
容や分量を見直
しましょう！

保護者と連携
し、望ましい生
活習慣を確立し
ましょう！

-
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